
＜会社概要＞会 社 名 株式会社エコネコル設 ⽴ 1978年7月（創業1950年3月）代 表 者 代表取締役社⻑ 佐野文勝従 業 員 数 247名(2015年6月末現在)資 本 ⾦ 4億35百万円(2013年6月末現在)売 上 高 276億円(2014年6月末現在)本 社 所 在 地 〒418-0111 静岡県富士宮市山宮3507-19電話/FAX番号 0544-58-5800/0544-58-5807H P http://www.econecol.co.jp/持 株 会 社 株式会社エンビプロ・ホールディングスhttp://www.envipro.jp/関 連 会 社 株式会社3WMhttp://www.3wm.co.jp/株式会社クロダリサイクルhttp://www.kurodarecycle.co.jp/株式会社しんえこhttp://syneco.co.jp/株式会社E3http://www.envipro.jp/company/profile_E3.html
「もったいない」を世界に。
エコネコルはリサイクル資源の
国際流通拠点。世界規模のリサイクル資源流通拠点となること、それがエコネコルのグローバル戦略です。スクラップの収集から選別、製品加工、出荷までを⼀貫して⾏う総合企業として、エコネコルはリサイクル経済の最先端を拓きつづけます。
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シュレッダーで粉砕される役目を終えた耐久消費財。エコネコルでは⼀般的に埋⽴処分されるシュレッダーダストをさまざまな再資源化施設において、分離・分別を繰り返し埋⽴処理されるダストを極限まで減らす取組みをしています。 決して“ハイテク”とは言えないけれども、他には誰もやっていない選別技術を、われわれは“先端的ローテクノロジー”と 呼び、かたくなに追求しています。
＜先端的ローテクノロジー＞

＜国際的リサイクル＞

エコネコルは様々な資源のリサイクルにチャレンジします！

1950年 3月 佐野マルカ商店を創業1969年 6月 静岡県富士宮市三園平に移転1978年 7月 株式会社に改組1992年 8月 貿易事業を開始1992年 10月 本社工場内にシュレッダープラント設置2001年 8月 富⼠宮市⼭宮に固形燃料(RPF)製造プラント設置2004年 7月 富士宮市山宮に重液選別プラント設置2004年 11月 ⾃動⾞リサイクル法ASR再資源化施設として大臣認定を取得2006年 7月 「シュレッダーダストの処理⽅法及びその施設」に関する特許取得2007年 7月 株式会社エコネコルに商号変更2011年 7月 株式会社オイコス工場稼働(現 エコネコル浜松工場)2013年 11月 東京都港区に東京営業所開設2014年 3月 「電極材のリサイクル装置及び方法」に関する特許取得2015年 2月 ベトナム・ホーチミン駐在事務所開設
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